
主な事故原因
・水際で遊んでいてすべる・落ちる
水際の護岸や浅瀬の石などは、表面にコケが付着し

ていることが多く、そのコケがとても滑りやすくなっ
ています。乾いている石やコンクリートでも濡れれば
滑ります。
また、水際には草むらが生い茂っていることが多く、

その草むらの先に引っかかったり崩れたりして川に落
ちたり、流された物を追いかけて
川に落ちたりもします。
滑ったり落ちたりした後に本流に
流され、深い所まで流されると
溺れるおそれがあります。

水の事故は毎年起きており、その半数近くは川で発生しています。今年に入ってからも既に
全国各地で起きており、特にこどもの重大事故が続いています。
令和７年度、夏期に全国で発生した水の事故は446件（535人）で、青森県内で発生した件数
は５件でした。水難者総数は８人（内こども３人）で、死者は３人でした。（警察庁発表）

川の事故が多いのは・・・

・溺れた人を助けようとして溺れる
川で溺れた人を助けようとして水際に行き手を伸ばし
て川に落ちたり、川へ飛び込んだりして溺れることが
あります。

・流される・足をすくわれる
川の流れは穏やかそうに見えても、川の中に入ると実
際は思った以上に流れは速く、川の中央付近は特に速
くなっています。浅いからといって
安心していると、足をすくわれて
深い所へ流されてしまうこともあ
ります。

・川は海と違って塩分が含まれていないため、体が浮きにくくなってしまいます。
・川の流れによって思うように行きたい場所に泳いでいけず、流されてしまいます。
・川は身近な場所にあり、こどもだけで行ける範囲にあります。また、海やプールなどに比べて監視員がいない
場合がほとんどのため、事故が発生しやすく救助も遅れてしまいます。



川は、普段流れが穏やかで楽しいところです。しかし、自然なので天気の急な変化などにより恐ろしい姿となる場合
もあります。天気だけでなく、川の流れなどにも十分注意して遊んでください。

自分の身は自分で守る
自然の中で遊ぶので、遊びに行く前に下見をしておくことをオススメします。遊んでいるときも天気や川の
流れ、速さなどに気をつけましょう。ひとりでは行かず、家族や仲間と複数人で行くようにしましょう。お
互い注意し合うことにより、事故防止につながります。また、こどもだけで行くのは絶対にやめましょう。
川で遊ぶ際の注意書き看板が立っている所もあります。ルールを守りましょう。

遊ぶ時は
帽子を被り、動きやすく、濡れても乾きやすい服装にしましょう。ジーンズ等は水を吸って重くなり、溺
れる原因になるのでやめましょう。靴は濡れてもよく、足にフィットして履きやすいウォーターシューズや
リバーシューズなどがオススメです。ビーチサンダルは脱げてしまい危険なのでやめましょう。釣りをする
時・川に入る時はライフジャケットをしっかり装着しましょう。お子様連れの場合は絶対に目を離さない
でください。暑い日は、しっかり熱中症対策をして遊びましょう。

こんなときはすぐ避難しましょう

・川の水が濁るとき
・上流から落ち葉や流木、ゴミが流れ
てくるとき

・川の水位が徐々に増えているとき
・雨が降り始めたとき
・雷の音が聞こえたとき

川の水が急に増える
サインです

人に迷惑をかけない、ゴミ
は持ち帰る、生態系を壊さ
ないなど、マナーやルール
を守り、楽しく安全に遊び
ましょう。



水の事故に気をつけていたとしても、事故が起きてしまう場合があります。その場合は間違った対応をせず、二次災
害が起きないようにしましょう。

溺れた人を見たら
➀助けを呼ぶ・・・・・・・・・・自分たちだけで救助しようとせず、急いで消防や警察に通報し助けを

求めましょう。

➁自分の身の安全確保を第一に・・川に入り泳いで救助しようとして溺れるケースが多発しています。
大変危険ですのでやめましょう。

➂近くにあるものなどで救助・・・浮き輪や空のペットボトルなど体が浮く物を投げ入れましょう。しか
し、探しているうちにどんどん流されてしまうので、万が一に備え、
スローロープ（水に浮くロープ）を携行することをお勧めします。

流されてしまったら

慌てて手を上げて助けを呼んだりせず、水面と平行して浮かぶようにあおむけ

になって「背浮き」の姿勢をとるようにしましょう。呼吸を確保するため、口や

鼻を水面上に出すことが重要です。ただし、川ではライフジャケットを着用して

いないと、体の数パーセントしか水面から出ないので、水辺に近づくときは、

ライフジャケット着用が必須です。
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河川の安全利用に向けた啓発学習ツール

河川水難事故ポータルサイト

国土交通省では、水辺の安全に関する必要な知識やコン

テンツなどが簡単に探せるように『河川水難事故防止ポー

タルサイト』を開設しています。

掲載されているのは、ライフジャケット着用の必要性の

ほか全部で３８項目あります（令和５年８月現在）。子ど

もや保護者向けだけではなく、水辺の安全指導や授業など

で活用していただけるように、教職員の方々に向けたもの

もあり、映像を使って楽しく学べる教材となっています。

河川について楽しく学び、安全に川遊びをしましょう！


